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花き植木広域流通

１．行 事
花き植木農協組合長表彰及び各種品評会表彰式
第５１回通常総代会 ５月２４日(火)
第１４回大和路花と緑のフェスティバル １０月上旬

２．初 市・止 市
切 花 １月 ５日(水)・ １２月２８日(水)
鉢 花 １月１０日(月)・ １２月２６日(月)
植 木 １月１８日(火)・ １２月２０日(火)

３．大 市
春 の 植 木 大 市 ３月１５日(水)
中元贈答用鉢花大市 ６月２３日(木)
秋 の 植 木 大 市 １０月１８日(火)
秋 の 鉢 花 大 市 １０月２０日(木)
正月用鉢もの材料大市 １１月１７日(木)
歳暮贈答用鉢花大市 １１月２４日(木)
正月用切花材料大市 （若松等）予定 １２月 ３日(土)

（オモト）予定 １２月 ３日(土)
（千 両）予定 １２月１７日(土)

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

松
田

登
貴
也

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
、
１
月
17
日
を
も
っ
て
、
当
組
合
の
設
立
50
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
、
組
合
員
、
出
荷
者
や

買
参
人
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協

力
の
も
と
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
人

た
ち
が
当
組
合
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
経
験
と
実
績
を
踏
ま
え
、

更
な
る
進
化
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
、
柔
軟
な
対
応
と
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
積
極

的
な
姿
勢
を
も
っ
て
、
今
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
り
、
組
合

の
発
展
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
我
が
国

の
経
済
は
、
回
復
の
進
み
具
合
に
力
強
さ
を
欠
き
、
停
滞
感
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
新
規
感
染
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
ま
す
。
個
人
消
費
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
大
き
く
低
迷
し
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
消
費
を
含
め
、
足
元
で

は
持
ち
直
し
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
輸
出
や
生
産
は

半
導
体
不
足
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
等
に
伴
い
弱
い
動

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
行
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
動
制
限
の
緩
和
な
ど
に
よ
り
、

個
人
消
費
の
持
ち
直
し
な
ど
、
景
気
回
復
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
が
、
景
気
が
悪
化
す
る
恐
れ
と
し
て
、
特
に
国
内
外
で
の

変
異
株
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
等
）
を
含
む
感
染
再
拡
大
や
、
原
油

価
格
の
高
騰
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環
境
下
で
、
当
組
合
は
、
売
上
を

確
保
す
る
た
め
の
取
組
み
を
進
め
る
べ
く
、
良
品
の
集
荷
に
努

め
、
品
ぞ
ろ
え
に
お
い
て
魅
力
的
な
市
場
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
新
し
い
生
活
様
式
に
伴

う
花
き
需
要
の
変
化
に
対
応
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
た
商
品
の
提
案
を
行
な
う
こ
と
で
、
業
績
の
拡
大
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令和４年主要行事予定

４．品 評 会
令和３年度鉢花第３回大口品評会 ３月２３日（水）
令和４年度鉢花第１回大口品評会 ５月１１日（水）
令和４年度鉢花第２回大口品評会 １１月１６日（水）
令和４年度 植 木 品 評 会 １０月 ５日（水）

～１０月１８日（火）
令和４年度花き植木立毛品評会（切花） ９月 １日（木）

～１０月３１日（月）
春日大社・奈良県切花品評会 予定 ９月下旬

５．仕事はじめ・おさめ
令和４年１月７日（金）・１２月２８日（水）

５０周年記念特集号
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鉢
花
市
況

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃

よ
り
当
組
合
を
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す
る
中
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
９
月
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
急
速
に
鎮
ま
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
て
、
町
に
は
人
手
が
戻
り
、
経
済
活

動
の
回
復
へ
の
動
き
が
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

一
昨
年
に
見
ら
れ
た
活
発
な
動
き
は
無
い
も
の
の
、
９

月
頃
ま
で
は
商
品
の
流
れ
も
よ
く
、
特
に
観
葉
植
物
に

つ
い
て
は
例
年
に
な
い
買
参
人
の
引
合
い
が
あ
り
ま
し

た
。
10
月
に
入
り
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
気
温
は
高
く
、

品
質
、
売
行
き
の
両
方
の
面
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ

メ
ン
な
ど
も
全
体
的
に
開
花
が
早
く
、
入
荷
も
順
調
に

推
移
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
高
か
っ
た
気
温
の
影
響

か
ら
商
品
の
傷
み
、
ま
た
販
売
店
で
の
売
れ
行
き
も
鈍

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
買
参
人
の
買
い
控
え
に

よ
り
セ
リ
場
の
相
場
は
低
く
、
セ
リ
全
般
と
し
て
非
常

に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
の
後
半
に
は
気

温
も
少
し
ず
つ
下
が
り
出
し
、
秋
冬
商
品
の
相
場
も
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
高
か
っ
た
相
場
も
徐
々
に
下

が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
販
売
形
態
に
つ
き
ま

し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
情
報
発
信
や
、

商
品
紹
介
、
お
よ
び
販
売
と
大
き
く
様
変
わ
り
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
よ
り
、
人
々
が

動
き
出
す
こ
と
で
、
経
済
回
復
の
流
れ
が
出
て
き
た
事

に
伴
い
、
鉢
物
業
界
に
お
け
る
売
行
も
伸
び
て
い
く
事

を
期
待
し
ま
す
。

厳
し
い
状
況
は
続
き
ま
す
が
、
引
き
続
き
良
品
の
入

荷
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

鉢
花
課
長

東
川
正
彦

市況情報

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
当
組
合
を
御
愛
顧
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
入
荷
は
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
中
で
も
菊

類
は
や
や
品
薄
な
が
ら
も
大
き
な
欠
品
は
無
く
、
洋
花

も
順
調
な
動
き
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
は
上
旬
か
ら
中
旬
に
掛
け
て
、
産
地
の
切
替
え

及
び
冬
春
品
種
へ
の
切
替
え
の
時
期
に
あ
た
り
、
一
部

の
商
品
で
薄
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
中
旬
を
過
ぎ
る

と
九
州
の
大
菊
や
、
沖
縄
の
小
菊
の
出
荷
が
始
ま
り
、

入
荷
量
も
安
定
し
、
価
格
も
落
ち
着
き
を
見
せ
ま
し
た
。

12
月
４
日
は
松
、
オ
モ
ト
大
市
を
行
い
ま
し
た
。
松

は
愛
媛
県
、
茨
城
県
、
兵
庫
県
よ
り
入
荷
い
た
し
ま
し

た
。
気
候
状
況
も
良
く
、
生
育
は
順
調
で
し
た
。

オ
モ
ト
は
徳
島
県
、
和
歌
山
県
よ
り
入
荷
い
た
し
ま

し
た
。
気
候
条
件
も
良
好
で
生
育
も
順
調
で
し
た
。
但

し
、
前
注
文
も
多
く
、
品
薄
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
14
日
は
千
両
、
花
梅
大
市
を
行
い
ま
し
た
。
千

両
は
千
葉
県
、
和
歌
山
県
よ
り
入
荷
い
た
し
ま
し
た
。

千
葉
県
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
実
付

き
も
良
く
、
上
位
等
級
中
心
の
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。

和
歌
山
県
産
は
、
上
位
等
級
よ
り
も
下
位
等
級
が
増
加

し
ま
し
た
。
花
梅
は
福
島
県
産
を
入
荷
し
ま
し
た
。
入

荷
は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
市
場
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

切
花
課

坂
田
三
和

切
花
市
況

花
き
集
出
荷
情
報

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ず
の
お
引
き
立
て
の
程
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
始
ま
っ
て
丸
二
年
、
緊
急
事

態
宣
言
が
繰
り
返
し
発
令
さ
れ
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
花
き
業
界

は
冠
婚
葬
祭
や
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
・
縮
小
の
あ
お
り
を

受
け
、
未
だ
に
業
務
用
の
装
飾
商
材
の
需
要
は
コ
ロ
ナ

渦
前
に
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

在
宅
需
要
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
の
個
人
消
費
を
押

し
上
げ
る
な
ど
、
プ
ラ
ス
に
働
か
せ
る
側
面
も
あ
り

ま
し
た
が
昨
年
は
売
れ
る
と
見
越
し
て
生
産
を
増
や

し
た
商
品
が
安
か
っ
た
り
、
需
要
は
回
復
し
て
い
な

い
も
の
で
も
産
出
国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
輸
入
に

頼
っ
て
い
た
商
品
が
品
薄
に
な
っ
た
り
、
ま
た
種
子

等
も
輸
入
で
き
ず
生
産
自
体
が
で
き
な
か
っ
た
り
と

外
国
の
感
染
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
も
市
場
は
混
乱

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
状
況
に
加
え
原
油
高
、
人
手
不
足
な
ど
を
発

端
に
し
た
世
界
的
な
物
価
高
の
影
響
で
、
資
材
や
暖

房
、
輸
送
代
等
の
値
上
げ
が
加
速
し
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
に
懸
念
材
料
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

当
組
合
は
切
花
、
鉢
花
、
植
木
、
資
材
と
総
合
的

に
花
き
関
係
の
卸
売
業
務
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
県
内
の
花
き
生
産
品
を
県
外
の
花
き
卸
売
市
場
へ

出
荷
す
る
集
出
荷
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
現

在
出
荷
し
て
頂
い
て
い
る
主
な
花
の
種
類
は
切
花
は

切
り
枝
、
切
り
葉
、
球
根
切
花
で
、
鉢
花
は
一
年
草
、

多
年
草
の
花
壇
苗
や
多
肉
植
物
で
す
。
出
荷
す
る
市

場
や
セ
リ
日
、
販
売
ロ
ッ
ト
の
大
き
さ
に
よ
り
価
格

は
変
動
し
ま
す
。
そ
の
た
め
当
組
合
で
は
、
細
か
い

状
況
の
変
化
に
即
座
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
、
常

に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
切
花
は
関
西
10
市
場
へ

日
、
火
、
木
の
週
三
回
、
鉢
花
は
豊
明
、
名
港
、
浜

松
の
中
部
３
市
場
へ
火
、
金
の
週
二
回
発
送
し
て
お

り
ま
す
。
県
内
出
荷
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
当
組
合
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

集
出
荷
業
務

杉
浦
康
之

組
合
員
の
登
録
内
容
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、

地
区
の
役
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ
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植
木
情
報

「
植
木
の
力
」

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
当
組
合
を
ご
利
用
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
の
４
月
、
５
月
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
に

比
べ
て
、
入
荷
量
は
増
え
ま
し
た
。
中
低
木
の
良
品
に

つ
き
ま
し
て
は
、
買
参
人
の
引
き
合
い
が
強
く
、
高
単

価
で
取
引
出
来
ま
し
た
。

相
対
注
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
工
事
の
減
少
に

よ
り
、
大
幅
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
10
月
、
11
月
に

至
っ
て
は
、
公
共
工
事
の
関
連
の
問
合
せ
は
ほ
と
ん
ど

な
い
状
態
で
し
た
。
入
札
価
格
が
上
が
ら
ず
、
低
価
格

の
入
札
が
当
た
り
前
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
工
事

業
者
は
品
物
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
良
品
で
、

な
お
か
つ
低
単
価
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
こ
こ
で

今
一
度
、
植
木
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
見
直
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

近
年
稀
に
見
る
災
害
が
各
地
で
続
い
て
い
ま
す
。
街

路
樹
や
庭
木
が
倒
さ
れ
、
大
き
な
被
害
が
各
地
で
相
次

い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
復
旧
の
た
め
、
巨
木
を
処
理

す
る
作
業
員
達
の
姿
を
メ
デ
ィ
ア
で
多
く
目
に
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。

一
般
家
庭
で
も
、
新
築
さ
れ
た
際
に
植
え
ら
れ
た
庭

木
も
駐
車
場
設
置
の
た
め
な
ど
何
十
年
と
生
き
て
き
た

植
木
が
伐
採
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
植
木
が
皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
な
ど
で
植
え

ら
れ
る
ま
で
に
は
、
生
産
者
を
始
め
多
く
の
方
々
の
丁

寧
な
作
業
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
溢
れ
ん
ば
か
り
の
愛

情
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
に
も
鮮
や
か
な
緑
、
色
と
り
ど
り
に
咲
く
赤
や
白

の
花
や
、
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
実
付
き
の
庭
木
に
目
を

奪
わ
れ
な
が
ら
、
身
近
に
植
木
を
植
え
て
、
育
て
る
喜

び
を
感
じ
る
、
そ
ん
な
心
の
余
裕
を
持
ち
な
が
ら
、
目

で
見
る
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ

る
効
果
、
植
木
に
は
そ
ん
な
一
面
も
実
感
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

温
暖
化
が
心
配
さ
れ
る
昨
今
、
出
来
る
限
り
樹
木
の

伐
採
は
行
わ
ず
、
植
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
た
く
さ

ん
の
樹
木
が
植
え
れ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

植
木
課

森
川

勝
彦

品評会の報告

令
和
３
年
度
奈
良
県
花
き
植
木
品
評
会

総
出
品
点
数

植
木

２
０
点

切
花

７
９
点

鉢
花
（
第
一
回
）
２
９
点

鉢
花
（
第
二
回
）
３
７
点

【
植
木
品
評
会
】

（※

以
下
敬
称
略
）

（
令
和
３
年
10
月
６
日

～
10
月
19
日
）

・
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

大
和
郡
山
市

三
橋
正
和

オ
タ
フ
ク
南
天

・
奈
良
県
知
事
賞

宇
陀
市

西
向
祐
二

台
杉

・
日
本
植
木
協
会
長
賞

大
和
郡
山
市

今
西
康
彰

マ
ホ
ニ
ア
コ
ン
フ
ー
サ

・
近
畿
花
き
振
興
協
議
会
長
賞

大
和
郡
山
市

久
保
田
裕
次

オ
タ
フ
ク
南
天

・
奈
良
県
造
園
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

大
和
郡
山
市

佐
野
浩
之

サ
ツ
キ

・
奈
良
県
花
き
植
木
農
協
組
合
長
賞

宇
陀
市

西
谷
栄
治

台
杉

・
金
賞

三
橋
正
和

・
銀
賞

佐
野
義
隆

・
銅
賞

久
保
田
裕
次

藤
野
紀
夫

【
春
日
大
社
・
奈
良
県
切
花
品
評
会
】

（
令
和
３
年
９
月
28
日
）

・
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

平
群
町

向
井
正
治

小
菊

・
奈
良
県
知
事
賞

葛
城
市

高
松
智
郎

二
輪
菊

・
奈
良
県
議
会
議
長
賞

平
群
町

岡
田
有
弘

小
菊

・
春
日
大
社
宮
司
賞

宇
陀
市

岡
本

清

ダ
リ
ア

・
華
道
春
日
流
総
裁
賞

平
群
町

姓
本

茂

入
才
ラ
ン

・
春
日
大
社
萬
葉
植
物
園
園
長
賞

平
群
町

城

守

小
菊

・
日
本
花
き
生
産
協
会
長
賞

葛
城
市

西
川
隆
則

二
輪
菊

・
関
西
生
花
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞

平
群
町

米
田
博
英

小
菊

・
日
本
ば
ら
切
花
協
会
長
賞

下
市
町

梅
本
清
嗣

バ
ラ

・
奈
良
県
花
き
植
木
農
業
協
同
組
合
長
賞

宇
陀
市

明
﨑
好
男

ダ
リ
ア

・
奈
良
県
切
花
協
議
会
長
賞

平
群
町

大
西
一
彰

小
菊

・
金
賞

向
井
正
治

岡
田
有
弘

高
松
智
郎

・
銀
賞

向
井
龍
太
郎

姓
本
茂

米
田
竜
祐

明
﨑
好
男

滝
本
政
司

・
銅
賞

向
井
琥
太
郎
×
２
点

向
井
花
奈

向
井
眞
起

向
井
道
治

向
井
志
歩

田
仲
清
高

姓
本
弘
子

明
﨑
好
男

高
松
智
郎

米
田
博
英

【
第
一
回
鉢
花
大
口
品
評
会
】

（
令
和
３
年
5
月
12
日
）

・
金
賞

明
日
香
村

平
井
一
広

ジ
ニ
ア
プ
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

・
銀
賞

葛
城
市

岡
本
康
宏

日
々
草

橿
原
市

西
田
順
洋

日
々
草

・
銅
賞

明
日
香
村

平
井
一
広

ペ
ン
タ
ス

三
宅
町

志
野
孝
光

金
魚
草

奈
良
市

森
川
幸
則

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｉ
Ｘ

【
第
二
回
鉢
花
大
口
品
評
会
】

（
令
和
３
年
11
月
17
日
）

・
金
賞

明
日
香
村

平
井
一
広

ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン

・
銀
賞

奈
良
市

く
る
み
農
園

パ
ン
ジ
ー
虹
色
ス
ミ
レ

御
所
市

吉
川
公
彦

ハ
ボ
タ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｘ

・
銅
賞

奈
良
市

く
る
み
農
園

ビ
オ
ラ

橿
原
市

脇
山
茂
雅

シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

広
陵
町

松
井
万
里
子

オ
ド
リ
ハ
ボ
タ
ン
華

天
理
市

辻
本
文
敏

パ
ン
ジ
ー

吉
野
町

川
上
徳
久

ハ
ボ
タ
ン
チ
ヂ
ミ

植木情報
品評会の報告
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